第１１回　第５部会（都市整備）

（第３回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

・・・・市内視察及び意見交換・・・・

日　時：平成１９年１０月６日（土）市内視察　午後１時００分～午後４時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　意見交換　午後４時３０分～午後５時３０分
出席者：プロジェクト会議・・和田浩一、小笠原春一、石亀裕、南部敏子、仲川弘誓、
大平定子、河村信義、小笠原行雄、島田栄司

環境保全市民会議・・及川富夫、近井一夫、名須川敏雄、綿谷基樹
当日参加・・・・・・高橋俊充、竹田憲生

事務局：企画Ｇ 五島主幹、山谷主査、矢野担当員、土木公園Ｇ 矢吹主幹、
環境対策Ｇ南主幹、伊東主査
内　容：１．市内視察
２．意見交換　　３．その他
　　　　
１．市内視察（市バス使用）
　　目的　：環境や緑化に関して連携を密にしなければならない環境保全市民会議メンバーと、条例作りに先立ち市内の現状を把握する。
　　視察コース　：市役所→国道３６号（緑化状況）→鷲別岬（貝塚、眺望等）→道道上登別室蘭線沿線の都市景観（看板類）→キウシト湿原（キウシト湿原の会会長堀本氏の現地説明）→幌別川（桜新橋から中州、河道を望む）→札内台地（ソーシャルグリーンから望む）→登別温泉（足湯・大正地獄）→市役所
２．意見交換
・視察した感想を各自発表若しくは帰られる方は箇条書きレポートを提出していただきたい。
　★提出されたレポート、発表内容
　　●国道の状況
　　　☆ポイント：国道沿いの景観やアダプトプログラムの取り組み状況
　　　　・国道の植樹帯の雑草が気になった（植栽を考えて欲しい。）

・鷲別町国道沿いの街並みは、半ゴースト化しているように見えたが、民家の
庭先に１坪くらいの花壇や玄関前の鉢植えが並んでいる家もありホッとさ
せられた。

　　　　・観光地として植樹帯に草が茂っているのは問題。町内会にお願いして除草し
てもらえないものか。

　　●鷲別岬
　　　☆ポイント：岬からの眺望や埋蔵文化財・保安林等法律による規制
　　　　・全体的に管理が行き届いており、岬から見る景観も良い。但し、登道がきつ
い。また、ある程度、景観についての説明などもありいいのだが、きつい道
を昇って景観を見ようとする人は多くないと思われる。　
　　　　・地元である鷲別岬を皆さんに見ていただくことができて大変うれしい。「鷲
別岬」、「鷲別川」、「鷲別海岸」を３点セットとした、海岸公園を作る夢を３
０年来抱き続けている。鷲別商店会の目指すまちづくりとも合致するところ
があり、鷲別と似た海岸を持つ東北方面、あるいは江差、乙部海岸、様似・
三石海岸方面を視察している。鷲別以外に住んでいる皆さんに感想を聞きた
い。　

　　　　・鷲別山があり昼と夜の顔があること、特に夜の夜景がよいことを知ってもら
いたいと思う。あまり周知しすぎて沢山の人が来るようになればゴミなどで
自然が荒らされないかという心配もあるが、一度は是非鷲別山に登ってみて
はと思う。
　　　　・鷲別川は水が少なくなり波も入ってくることもありなかなか難しいと思うが、
もう少し魚がくるような川にしたいと思う。鷲別七夕祭りでは、鷲別小・若
草小の児童たちが「鷲別川をきれいにしたい」と書いた短冊が沢山つらされ
る。生活排水の流れがどのようになっているのか解らないが、サケでも登れ
る川にしたい。川縁にしだれ柳か桜を植えたいという思いもある。
　・規制されている点を公にすることで、市民の関心事とすべし。シンボル的な扱いを望む。

　　　・頂上からの景観は素晴らしいと想像がついた。心配なことは、駐車スペース
の確保、下草刈りの頻度、木製階段のコンディション、桜１０００本企画（多
すぎる）、何をするにも問題解決が先に立つが、何とかして人の訪れる場所と
なることを希望する。一方で、手すりがないと危険であるし、人も来ないと
思う。道外からの旅行者にとっては、北海道に人工物の少ない景色を求めて
いるので、○○景という場所には向いていないかもしれない。
　　　　・頂上の展望台まで行ければ良いところと思われた。緑化・景観に非常に良い
ところと思われた。こまめに何らかの方法で手入れ（草刈り、歩きやすい道
路等）をすべきである。駐車場の整備、確保も必要。行きたいと思わせるよ
うにできないか。
　　　　・とても良い景観で、港と岬が一体化した状態で、市民の楽しみや勉強の場に
なればと思う。
　　　　・鷲別岬・キウシト湿原については、市内のあまりに身近な所にこの様な自然
が残されていたことに驚き。なぜ今まで知らずにいたのか。この様な自然を
守る方法を考える必要があると実感した。

　　　　・岬から眺めた幌別方面（白波と青い海を含めて）、冬も春先もまだまだ素晴
らしい景色にあることと思う。街のざわめきとともに静かな景色の良いとこ
ろに感動した。

　　　　・どこまで手を加えるのか。管理は誰が行うのか。
　　　　・保護すべき場所である。

　　　　・景観は素晴らしかった、特に鷲別川の清流、治水対策で植樹した木々をもう
少し保全したら良いと思う。
●都市景観（若草町近傍の道道沿線景観）
　☆ポイント：道道沿いの看板類（市が権限委譲により許可している）
　・街並みで気になるのは、郊外型看板のどぎつさであり、赤・黄・青が基調に
なっていて、ポールスタンドも多すぎる。伊達市の街並みもそうなってしま
ったが、落ち着きがない。街路樹はナナカマドがいいと思う。プラタナスは
葉が大きすぎて落葉後の処理が大変だと思う。
　　　　・新生町・若山町近辺は、歩道を整備するとしっくりとした街並みになり、秩
序ある景観の商店街になるのではないか。
　　　　・看板については、大きさや形を規定したら良いと思うし、電柱のチラシや看
板が気になった。

　　　　・旗・看板は公道上に立てさせない方向。
　　　　・街路樹は、町内それぞれに考えてもらい植樹する（ナナカマド、銀杏、ニセ
アカシア、柳、桜、ホウの木、リラ等）。

　　●キウシト湿原
　　　☆ポイント：特別緑地保全地区の指定を計画している
　　　　・登別の昔の姿をとどめる自然環境として、今後も保全に努めていただきたい。
但し、湿原を見て状況を観察できるような小さな施設が欲しい。遊歩道を造
ることは、湿原の状態を損ねることになるので、少し高い展望台を作り、そ
こに湿原の説明を書いた木製パネルなどを置くと良い。

　　　　・湿原・自然を残すことは大変良いことと思う。５０年、１００年後の子孫に
昔の人たちはいい物を残してくれたと言われるよう、開発などは極力行わな
いようにしたい。私たちも明治・大正生まれの人たちの残してくれた自然の
中で生活しており、子孫のために自然を残していかなければならない。
　　　　・自然の力で湿原を維持できるなら、人間は一切入らない方が良いが、既に人
間の手が入らなければ修復できないものは、日本に現存する湿地帯の保護例
を参考に人間に守ってもらう環境整備が必要。（例、尾瀬の湿地利用など）　
　　　　・道内では湿原が少しずつ減っているが、住宅等の開発が原因とすれば問題で
あるが、自然に少なくなっているのであれば、それは地球のサイクルとも感
じる。このキウシトについては、一切の手を入れずにそのままであって欲し
いと思う。人を呼ぶ場所ではないと思うので、何もしない方が良いのではな
いか。

　　　　・キウシトのほとりに小規模なネイチャーセンターをつくり、湿原を大切にし
ていることを解りやすくした方が良い。
　　　　・残すべき湿原である。少人数で観察するなり、制限が必要になる。年配の方
が懐かしいトンギョやホタルがいるとは知らなかった。

　　　　・観光地の一環とするならば、見晴台等の作製はどのようなものか。パンフレ
ットに咲く花の時季を入れては。

　　　　・自然を守るために散策路を造るよりも展望台方式が良いのではないか。ある
がままの姿で維持する。
　・保護すべき場所である。展望台も良いが、あまり見せると入りたがるかもし
れない。ホタルもありあまり見せない方が良い。汚されたり傷つけられたり、そっとしておく方が良い。

　　　　・住宅街の近くで、ホタルとの共存、今時夢のようだった。また、生息大系を
明記した看板の設置に配慮。

　　●幌別川
　　　　・自然でサケを見ることができ、また白鳥もくるところでもあり、このまま残

したい。
　　　　・街の中を流れる川なので、川の利用目的をしっかり周知されることが必要。
実際に関わっている団体のアドバイスを基に利用（通る人・車）する人にし
っかり理解してもらう工夫が必要。
　　　　・特別な景観という気持ちはもてなかった。川底の人工的なものが気になった。

　　　　・幌別川両岸は、ウォーキングの人が多いと思われるが、夏は草で歩けなくな
る。散歩道の草刈りをすれば、もっと親しめるのでないか。無駄（景観を損
なう）と思われる川の中の木はある程度除去した方がよい。富岸川・鷲別川
の街の中の川は、川の中の木・草等を整理してすっきりと見やすくすると良
い。サケ・白鳥・散歩道など幌別川の特徴を活かすことを考えるべき。
　　　　・市民が楽しみながら散策できるようになれば良いと考える（両岸に桜の木が
あれば）。

　　　　・中州の木が林になっており、気になった。

　　　　・河川の中の草木を整理する必要がある。

　　　　・河川敷内は、草木は除去すべきではないか。（現状はダムで保護されている。）

　　　　・両岸に素晴らしい遊歩道があり、河川整備をかねて桜を植樹して（市民の手
による植樹）、その後行政との関係を密にする。

　　●札内台地

　　　　・見晴らしの良い優れた景観であると思われる。登別の海岸線が見えて、かつ
山が見えるところでありとても良い。但し、くつろげる施設などが少なく残
念である。景観的にはとても良い。

　　　　・何もない台地だから良いのか、景観も良く気持ちが和む感がある。ゴルフ場
などに開発すると言うこともあるかもしれないが、あの広大な台地だから意
味があるものと思う。
　　　　・農家との協議が必要だが、札内全体をまずどうするか、そこから各論に入ら
ないと一つ一つ考えるのは危険。

　　　　・観光地的にも向いていないし、きれいな景色とも思えなかった。
　　　　・登別の最も素晴らしい景観の所と思う。これを後世に残すことができれば良
いし、市民が楽しめる状態になるよう考えたい。
　　　　・海が広く見えるとは思わなかった。景観的に建築物を規制しないと美瑛の二
の舞になりそうだ。

　　　　・市民の憩いの場にできないものか。

　　　　・営農中は、現状から変わることはない。

　　　　・農家・業者・ボランティア市民共同で、パッチワークの丘にしたい。土地と
気候にあったものを計画的に植樹する（ひまわり、芝桜、ラベンダー、菜の
花、チューリップ他）
　　　　・雄大な草原、四季を問わず有効活用はできないものか。

　　●登別温泉

　　　　・遊歩道が年配者には少しきついものの、いかにも登別らしい所である。楽し
める場所として人気もあり、森林浴ができる環境としていい。
　　　　・話には聞いていたが、良い所を見せていただいた。地元の人や観光客のため
の駐車場を５０台位は停められるよう整備すればもう少しのんびり観光で
きるのではないかと感じた。
　　　　・市民や観光客が共通した感動を味わえる。ＰＲや環境整備が必要。もっとも
っと名所地として、市民が誇りを持てる仕組みを考える。

　　　　・駐車場がないのが問題。沢山あっても問題。ハイキングコースの途中にあの
ような場所があれば最高のロケーションと思われる。
　　　　・神秘的な自然の姿を見せていただいた。環境市民会議作製のカレンダーにも
使用したい。
　　　　・駐車場が少なく来泉客も困惑している。
　　　　・自然の静観の中での足湯は大満足であった。一気に疲れがとれた。

　　
●全体を通して

　　　　・景観の美しさについては、まだまだいいところがあるように思う。山・海・
樹木・草木・空のバランスがいいところを見つけたいと思う。

　　　　・自分も７０歳を過ぎたので、若い人たちの話を聞きながら若返りたいと思っ
ている。まじめにやっている若い人たちの様子を横から見ながら、景観緑化
などの今後について楽しみにしている。
　　　　・実際に行くことは非常に良いので、具体的に案がわいた。現地の共通点や周
囲の環境も把握できるので、どのような使い方、活かし方ができるかイメー
ジが創造できた。

・葉・枝・幹を有効利用できる何かを考えると景観や緑化にいろいろ役立つので、条例などに関連する手法を同時に考えたい。

　・○○景と定める地とするなら、ビルや橋などの人工的な物を望む場所は除外
した方が良い。東京でも○○景はあるが、北海道で同じ事をしてはいけない
と思う。東京には大自然はない。登別市にはあるはず。是非、そのような場
所を指定してみてはどうか。管理は、アダプト、指定管理者、ボランティア
とし、市の直接管理は行わない方がよい。

　　　　・今回行った所及び今後挙げられる景観・緑化地域は、マップ（車の所要時間、
歩く時間等必要な情報を入れる）を作って、紹介したらどうかと思う。

　　　　・私以外の市民は、この様な場所の存在を知っているのだろうか。知らなかっ
たのは自分だけ？　自然を楽しむための条例もおもしろいかもしれない。

　　　　・市民見学会の経路に、隔年で、開発すべき所、体験できる所（物作り、食べ
る、乗馬）を入れては。

　　　　・景観・緑化条例と環境保全市民会議が行っている登別自然遺産選定は、手法
の違いだけで目的は同じである。連携が必要。

・今あるものを守り残す所として、手入れは必要だがキウシト湿原、よりよく育てる所として、鷲別岬・札内台地・幌別川、改善・統一が必要な所として、国道・道道の沿道がある。

　　　　・既存の景観・自然の保全に対し、条例や自然遺産選定をするにより、登別と
して初めて保護をかけることになる。保全の方法も、ランクにより完全に制
限する、親しめるレベルまで許す等々がある。

　　　　・保護には、法律の縛りと併せて市民の努力・意欲が不可欠。
３．その他

　　　次回の条例策定プロジェクト会議は、後日調整し連絡する。
